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造船におけるデジタル化のニーズ
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造船の歴史（1950〜）
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設備削減 ▲37%

1988
設備削減 ▲24%

賃⾦ x 生産性
国際的に接近

世界の竣⼯量ランキング (2016年)

4(GT)

日本

韓国

中国

欧州

その他

ビナシン
尾浦

マンガリア

寧波

セブ 舟山

NACKS/DACKS

スービック

順位 順位変動 造船会社 2016年竣⼯量 竣⼯量前年⽐
1 → 現代 11,753,196 -596,510
2 → CSSC 6,448,222 -629,331
3 ↑ 大宇 5,899,425 1,986,288
4 ↑ 今治 3,789,135 -289,415
5 ↑ 三星重⼯ 2,941,687 -123,508
6 ↓ CSIC 2,845,912 -1,381,159
7 → JMU 2,535,004 349,646
8 → 揚子江船業 2,219,096 262,302
9 ↑ 成東造船 2,198,129 967,837

10 ↓ STX 1,690,025 -127,849
11 ↑ 川重+NACKS/DACKS 1,635,575 307,757
12 ↓ 常石 1,623,635 -165,556
13 ↓ 大島 1,358,248 41,380
14 ↑ 大韓造船 1,287,917 814,011
15 ↑ 新時代造船 1,229,340 192,647
16 ↓ 韓進 1,127,539 -345,946
17 ↓ 名村 1,073,235 14,153
18 → 江蘇韓通 721,752 -155,529
19 ↑ 新来島 660,356 -31,160
20 ↑ 三菱重⼯ 633,663 431,000
21 ↓ SPP造船 588,622 -362,835
22 ↓ 三井造船 541,955 -201,789
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海事クラスター（日本海事産業の基盤）
（国土交通白書2016より）

86％：国内

71％：国内船主

91％：国内

58％：国内造船所 42％：
海外造船所

9％：海外

29％：

14％：海外
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＜ 日本の海上輸送量 ＞
・ 貿易量： 99.6％
・ 国内貨物輸送 ： 約40％
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日本の造船は恵まれた環境

造船の事業モデル
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 燃費低減（GHG削減）
 安全構造と積付自由度
 機器保全とLCC低減
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就航船モニタリング

データから
最適解を提供

ビッグデータ収集
Data Center

顧客市場への貢献（IoT）

機器

機器

機器

モジュール システム

システムモジュール

船体（Strength）＋貨物積付（Stability）＋性能（Speed & FOC）

自動
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造船
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Ship DC
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現場事前計画
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⾒積り
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安全

品質

造船現場のデジタル化（IoT & IoH）
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作業支援システム（i-shipping）

イメージアップ 事前計画

材料準備実作業

小ロット
小刻み管理
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作業者が実績⼊⼒ 班⻑が進捗⼊⼒

進捗表示

作業管理（i-shipping）
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造船所の流れ
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設計 x 現場
ICT

設計と現場が分離・・・ ？
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就航運
転艤装外業内業 塗

装

デザイン
スパイラル

①

デザイン
スパイラル

②

デザイン
スパイラル

③
デザイン

スパイラル
④

① D/W、３S、G/A、ミドシップ、SPEC.、主機
② M/A、系統図、ブロック分割
③ 機器配置、電路、システム（W/H、荷役、係船、…）
④ 部品ツリー、配管、電装・計装、塗装



設計と生産計画を同期させる
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開発
基本設計

機能設計
生産設計

生産計画

ドック内業 岸壁

事前化 緻密化

① 建造日程（KLD）、⾒積 ⇔ 基本計画図書、管理量(HSWなど)

② ﾌﾞﾛｯｸ分割、⼯作計画、予算 ⇔ ﾐﾄﾞｼｯﾌﾟ、機器配置、管理量(WL、管本数など)

③ ⼯程ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、⼯程別日程・⼯数 ⇔ 船殻・艤装・塗装の図⾯と管理量

④ 職種別作業要領、配員計画、⼭積 ⇔ 取付図、製作図、部品ツリー

②

③
④

一方向デザインスパイラル
変更対応、コンカレント設計

※

①

管理量 早出し
生産検討 早回し

※

ICT

人が主役の造船
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造船では人が情報をリレーし深化させていく
造船所は人でもつ＝人の生産性が勝負

もっと「良い設計の良い流れ」を！

人にはミスがつきもの、ノウハウも伝承されにくい

ミス
後戻り

設計
改正

計画
⾒直し

近頃
問題が
多い…



「近頃問題が多い」・・・？
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新規
設計・

生産計画

ゼロから
設計・

生産計画

流用
設計・
建造

基準・ﾏﾆｭｱﾙ
充実

基準・ﾏﾆｭｱﾙ
形骸化

基準・ﾏﾆｭｱﾙ
再構築

多くの船種
建造

新機軸船
建造

同型シリーズ
建造

暗黙知 形式知
必要なとき必要な 基準・マニュアルを参照
暗黙知を形式知化 by Data Science

ICT

造船所におけるICTへの期待
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（１）⾒える化
設計〜現場の一括管理（日程、進捗、予実）
暗黙知の形式知化（ノウハウ伝承）
トラブル事例、注意点の参照 → 安定品質

（２）事前化・緻密化
設計で生産計画 → 建造ネック解消、コスト精度向上
現場でPDCA（小ロット、小刻み予実）、最適配員

（３）リードタイム短縮
変更に強い設計 ＋ 短時間の⼯程シミュレーション
コンカレント設計 かつ コンカレント生産計画

五番船の品質と能率を一番船から
設計 x 現場の事前化で不具合ゼロの垂直⽴上げ

（４）人の生産性向上
ルーチンワークのAI化（設備メンテ、ルールチェック、管理量計算）

（５）お客さま、お取引先とのコミュニケーション

Q

D

C

仕事の⾒える化

知識の⾒える化

膨大な量の
情報処理



ICTで「良い設計の良い流れ」を作る
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人とノウハウの複雑な集合体の造船にはムリムダムラがある

設計から現場まで「リードタイム短縮」が可能
ミスが減り、ノウハウが伝わり、「品質が安定」

Q(品質）、C（コスト）、D（納期）の強化

「⾒える化」 と 「情報処理」 で ムリムラムダの排除

「良い設計の良い流れ」を作れば、
もっとムリムダムラがなくなり、「コストが下がる」

ICT

造船におけるデジタル化のニーズ
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（１）顧客市場のニーズ
 燃費（GHG）・安全・メンテナンスで貢献 ＝ 基本
 モニタリング〜自動運航まで お客さまに貢献

ビッグデータから最適解を提供する

（２）造船所のニーズ
 現場のデジタル化（i-shipping）
 設計と生産計画の同期 → 「良い設計の良い流れ」
 仕事の⾒える化＋知識の⾒える化 → 安定品質（Q)
 人とノウハウが織りなす膨大な情報の流れ

→ 事前化・緻密化・コンカレントに → 短納期（D)
 五番船能率を一番船から → コスト削減（C)


